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日医発第52号(地Ⅱ3)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１８年４月１９日

都道府県医師会長  殿

                                                          日本医師会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唐　澤　祥　人  

第３８回産業医学講習会の開催について

  平素は産業保健活動推進のために種々ご高配を賜り厚くお礼申し上げます。

  さて、本会では標記講習会を別紙要領により開催することといたしました。

  本講習会は、労働衛生コンサルタントの筆記試験免除の指定講習会であるとともに、日

本医師会認定産業医制度における生涯研修会となっております。

  つきましては、本講習会の開催について貴会会員に周知していただきますとともに、講

習会の受講申し込み等について下記の通りお取り計らいいただきますようよろしくお願い

申し上げます。

  なお、本講習会は認定産業医制度における認定更新に必要な単位修得のための生涯研修

会として位置付けられており、認定産業医取得のための基礎研修の単位としては認められ

ませんので、よろしくお願い申し上げます。

記

【 申し込み方法および手続き 】

  　受講希望者がおりましたら、日本医師会員および認定産業医または日本産業衛生学会

  員（医師）であることを確認の上、同封の申込用紙を配布して下さい。

  　受講希望者には、申込用紙により直接日本医師会地域医療第２課へ申し込んでいただ

  くこととします。

    本講習会では、申込受付期間を５月１０日から５月３１日までとし、先着順に受付を

　行い、定員になり次第締切とさせていただきます。

    受講予定者には、受講料１万８，０００円の払込用紙と受講票を直接ご本人へ送付し

  ます。

  　受講予定者には、６月１３日までに受講料を払込んでいただきますが、６月１３日ま

　でに受講料を払込んでいただきませんと、受講をキャンセルしたものとして取扱わせて

　いただきますので、特にご留意いただきますよう、お願いいたします。



第38回産業医学講習会開催要領

　日本医師会では、産業医の資質向上と産業医活動の推進を図るため、平成2年4月に日本医師会

認定産業医制度を発足させております。

　本講習会はこの制度における認定更新に必要な単位取得のための生涯研修会として位置付けられ

ております。認定産業医の更新のための要件として有効期間（5年間）中に生涯研修（更新・実地・専

門）20単位が必要となりますが、認定産業医が本講習会を受講されますと更新研修4．5単位、専門研

修12単位が取得できます。ただし、新規に認定産業医を申請するための基礎研修の単位は取得でき

ません。

　また、本講習会を3日間受講された方には修了証が交付され、労働衛生コンサルタントの筆記試

験が免除になります。

己言口

1．主催：日本医師会

　協賛：厚生労働省

日本産業衛生学会

中央労働災害防止協会　産業医学振興財団

H．開催日：平成18年7月6日（木）～7月8日（土）

皿．会　場：日本医師会館大講堂

〒113－8621東京都文京区本駒込2－28－16　TEL　O3－3946－2121（代表）

W．受講資格：日本医師会員、認定産業医、日本産業衛生学会員のいずれかの要件を満たす医師

V．受講人数：400人

VI．受講料：18，000円（税込）

V皿．申込方法＝①受講希望者は都道府県医師会から申込用紙を受け取り、必要事項を記入の上、

　　　　　　　　直接日本医師会地域医療第2課（〒113－8621東京都文京区本駒込2－28－16，

　　　　　　　　TELO3－3942－6138［ダイヤルイン］）に送付して下さい。F　AX、電話、申込用紙の

　　　　　　　　コピーでの受付はいたしませんのでご注意下さい。

　　　　　　　②申込受付期間は5月10日～31日までとしますが、受付は先着順に行い、定員

　　　　　　　　になり次第締め切ります。

　　　　　　　③締め切り後、受講予定者に受講料払込用紙を送付しますので、6月13日までに

　　　　　　　　指定の払込用紙で受講料を払い込んで下さい。6月13日までに受講料を払い込

　　　　　　　　んでいただかなかった場合は、受講をキャンセルしたものとして取り扱いますの

　　　　　　　　でご注意下さい。

　　　　　　　④受講料払込確認後、6月下旬頃受講票を送付しますので、講習会当日必ず持参し

　　　　　　　　て下さい。

　　　　　　　　なお、受講料払込後にキャンセル、欠席されても返金はいたしません。

、皿．生涯研修取得単位：講習会開催日が有効期間内の認定産業医には次の生涯研修単位を後日発

　　　　　　　　　　　行いたします。

　　　　　　7月6日午前の部：更新研修2単位／午後の部：更新研修1単位、専門研修2．5単位

　　　　　　7月7日午前の部：専門研修2単位／午後の部：更新研修1．5単位、専門研修2．5単位

　　　　　　7月8日午前の部＝専門研修2単位／午後の部：専門研修3単位

工X．資　料：講習会当日、労働衛生コンサルタントのロ述試験を受けられる方のための資料を販売

　　　　　　します。購入を希望される方は資料代として32，000円（予定）をご用意下さい。

　　　　　　販売方法等につきましては、受講票送付の際に改めてお知らせいたします。



日　時
7／6

　　　10二〇〇～10：10

　　　10二10～11二10

　　　11二10～12二10

　　　13二〇〇～14二〇〇

　　　14二〇〇～15二〇〇

　　　15：10’》16二40

7／7

　　　10二〇〇～11：00

　　　11二〇〇～12：00

　　　12二50～14二20

　　　14二30～16二〇〇

　　　16二10～17二10

7／8

　　　10二〇〇～11二〇〇

　　　11二〇〇～12：00

　　　12二50～14：20

　　　14：30’》16：00

講　習　内　容

挨拶：唐澤　群人（日本医師会長）

来賓挨拶　：川崎　二郎（厚生労働大臣）

［産業医に必要な法的知識の解説］

　1．労働衛生関連法規の解説

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（厚生労働省担当官）

　2．労働安全衛生行政について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（厚生労働省担当官）

昼休み（12＝10－13：00）

　3．労働基準法施行規則第35条の解説
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（厚生労働省担当官）

［産業医に必要な産業医学総論］

　1．産業医学総論

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高田　島（労働者健康福祉機構医監）

休憩（15：00－15＝10）

　2．疫学概論
　　　　　　　　　　櫻井　治彦（中央労働災害防止協会労働衛生調査分析センター所長）

［産業医に必要な健康管理概論］

　1．健康管理・健康教育の方法

　　　　　　　　　　　　圓藤　吟史（大阪市立大学大学院医学研究科産業医学分野教授）

［産業医に必要な実践各論］

　1．快適職場推進対策

　　　　　　　　　　田川　順一（中央労働災害防止協会中央快適職場推進センター所長）

昼休み（12：00－12：50）

［産業医に必要な健康管理概論］

　2．健康診断と事後措置一改正労働安全衛生法に基づく面接指導を含めて一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和田　攻（東京大学名誉教授）

休憩（14：20－14＝30）

［産業医に必要な実践各論］

　2．職場における化学物質対策

　　　　　　　　　　　　　　　　　清水　英佑（東京慈恵会医科大学環境保健医学教授）

休憩（16＝00－16：10）

　3．作業環境管理の方法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中　勇武（産業医科大学産業生態科学研究所教授）

　4．粉じん障害対策

　　　　　　　　　　　　　　　　相澤　好治（北里大学医学部衛生学・公衆衛生学教授）

　5．V　D　T・騒音・腰痛の健康管理対策

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　城内　博（日本大学大学院理工学研究科教授）

昼休み（12：00－12：50）

　6．職場のストレスとメンタルヘルス対策

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島　悟（東京経済大学教授）

休憩（14：20－14：30）

　7、作業管理の方法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　東　敏昭（産業医科大学産業生態科学研究所所長）
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